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6月 5日 0、 下府川河川防災ステーションにおいて防災 ・水防

訓練が実施されました。訓練には防災関係機関や自主防災組織、

防災ボランティアなど約320人が参加し、大規模地震、津波および

水書の救急救助や消火、救急法、応急手当など様々な訓練が行わ

れました。
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浜
田
市
市
民
憲
章

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
三
日
制
定

わ
た
く
し
た
ち
は
　
日
本
海
の
美
し
い
自
然
と

温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

明
る
い
豊
か
な
浜
日
を
つ
く
る
た
め
に
　
こ
の

憲
章
を
定
め
力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　
き
ま
り
を
守
り
　
よ
い
習
慣
を
育
て

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
＜
り
ま
す

一　
働
＜
喜
び
を
も
ち
　
産
業
を
お
こ
し

豊
か
な
ま
ち
を
つ
＜
り
ま
す

一　
か
ら
だ
を
鍛
え
　
健
康
で

平
和
な
家
庭
を
つ
＜
り
ま
す

一　
教
養
を
高
め
　
若
い
力
を
伸
ば
し

清
潔
で
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
＜
り
ま
す

一　
老
人
を
う
や
ま
い
　
つこ
ど
も
を
大
切
ほ
し

明
る
い
社
会
を
つ
＜
り
ま
す



③5′確,等露よつり
迫力満点の大輪の花が浜日の夜空を美し<彩 る一

大イベント。暑さを吹き飛ばすこのまつり|こ多数あ

でかけ<だ さい。

日時 8月 6日 lELl 午後 6時 ～10時

花火打ち上げ 午 後 88寺30分～ 9時 15分

小雨決行 ※ 荒天の場合は花火だけ翌日7日 |こ順

長里E。

会場 浜 日漁港 7暑 岸壁周辺

内容 花 火 (5,000発)、石見神楽、観光大使交代式、

他市との交流会、市民の夜店ほか

主催 浜 っ子まつり振興会

まつリボランティア募集

このまつりを市民の皆さんと一緒|こなって成功さ

せるため|こ浜つ子夏まつりを手伝ってもらえる市民

ボランテイアを募集します。

協力できる人は、実行委員会事務局へ連絡して<

ださい。多数のご参加をお待ちしています。

申込締切日 7月 20日佃

「市民の店」出店者募集

出店日時 ・場所 8月 6日 働 午 後 6時 ～10時

浜日漁港 7暑 岸壁

募集対象 市 民、市内の企業 ・商店街 ・団俸

募集定数 25店 舗 (申込順|こ決定)

必要経費 実 費

申込締切日 7月 15日金)厳守

申し込み 口問い合わせ先

浜っ子まつり実行委員会 浜 田駅前

協会」内

(a② 1085、 囲C)1081)

口を設置しています
依然として停滞する経済状況の中、公共事業の減少や基幹産業である水産業の低迷など|こより、関連産業の不振

や雇用環境が悪化しているため、失業対策と雇用の両面に立った支援を行う雇用生活相談窓□を設置しています。

なお、相談・申請の受付|こついては、ワンストツプ方式で 「雇用生活相談窓□」で一括して行ないますので気軽

|こ市民課総合案内へ申し出て<だ さい。

条 業 な ど に よ るJRA激 減 者 支 援

企業任」産やリストラ|こよる失業、事業の休廃止などで収入が激減した人または世帯を対象|こ減免・減額などによ

る支援を行います。

対象となる負担金など

【減免】国民健康保険料、老人福祉施設措置費負担金・扶養義務者負担金、支援費禾」用者負担金・扶養義務者負担

金、保育所入所児童負担金、放課後児童クラブ自己負担金、幼稚園保育料

【減額】市営住宅家賃

【補助】」ヽ中学校就学援助補助金

※ 減 免 ・減額などには様々な基準があります。

介護保険料および介護保険利用者負担金|こついては、相談と受付のみとなります。

小中学校就学援助補助金|こついては、各小 。中学校への申請となります。

雇 用 に 関 す る船 談

求職の手続きや雇用保険失業給付の手続き、また労働条件 (賃金・労働時間など)|こ関して相談を受|す、ハロー

ワーク浜日や浜田労働基準監督署などの関係機関へ取り次ざます。

受付場所 市 民課総合案内

相談場所  1階 ロビー内 雇 用生活相談窓□

問い合わせ先

収入激減者支援|こ関する相談 福 祉総務課福祉調整係  (a内 線 213)

雇用|こ関する相談 商 工観光課商工係 (a内線 227)
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演‐田 市 r T 謡 習会

場  所  各 公民館 パ ソコン設置室

受 講 料 無 料

テキス ト 下 記表のとおり (昨年度の浜日市 IT講 習会で使用したテキストと同じです。既 こ持つている人は持参して<だ さ

い。貸 し出しもします。)

定  員  美 川公民館 各 9人 、周布公民館 各 5人 (定員を超えた場合は抽選となります。)

申込方法 往 復はがき|こ、①住所、②氏名、年齢、③電話番暑、④希望コース名、⑤指定テキストの有無、⑥マウス操作およ

び文字入力ができるかどうかを明記のうえ、各公民館へ応募 して<だ さい。

受講者の決定 各 講座の申込期限の日こ受講の可否を決定し、返信はがきで通矢□します。

申し込み・問い合わせ先 周布公民館 〒6971321 周布町イ374 公②0058

美川公民館 〒6971331 内村町5921 a② 3657

〈周布公民館開催講座〉

く美川公民館開催講座〉

戦
没
者
な
ど
の

遺
族
の
皆
さ
ん
ヘ

～
第
八
回
特
別
弔
慰
金
が

支
結
さ
れ
ま
す
。

～

対
象
　
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、

平
成
１７
年
４
月
１
日
ほ
お
い

て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な

ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

遺
族
１
人

１
　
弔
慰
金
の
受
給
者

２
　
戦
没
者
の
子

３
　
①
父
母
、

②
孫
、

③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

（戦
没
者
な
ど
と
生

計
関
係
を
有
し
て
い
な
か

っ
た
人

は
除
か
れ
ま
す
。

）

４
　
右
記
３
以
外
の
①
父
母
、

②
孫

③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

５
　
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族

（戦
没
者
な
ど
の
死
亡

時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
人
Ｅ
限
ら
れ

ま
す
。

）

支
給
内
容

　

額
面
４０
万
円
、

１０
年

償
還
の
記
名
国
債

申
請
期
間

　

平
成
２０
年
３
月
３‐
日

ま
で

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
戸
籍
抄
本
な
ど
魅
要
書
類
を
用
意

し
て
も
ら
う
た
め
の
手
数
料

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

科  目 コース名 開 催 日 時   間 指定テキスト 対象者 申込期限(必着)

エクセル表作成編集編 7月 28日内、29日⑥ 午前 9時 ～午後 48き
テキストで学ぶ
Exce 2000初級編

マウス操作、
文字入力が
できる人

7月 15日⑥

エクセル関数グラフ編 8 AE 8月 25日い、26日ω 午前 9時 ～午後 4時 8 月 5 日⑥

科  目 コース名 開 催 日 時   間 指定テキスト 対象者 申込期限(以着)

パ ソ コ ン 入 門

(基礎操作と文字入力)

9月 5日 個)、 6日 ひ0 午後 1時 30分～ 4時 30分 はじめよう !パソコン
とイ‐/ターネッヽト

も

ま
で
き

た

で

な

請

ど

受

す

8月 17日四

9月 14日四、15日lal 午後 1時 30分～ 4時 30分 8月 24日四

ワ ー ド文 書 作 成 編
10月8日 _L 午前 9時 ～午後 4時 テキストで学ぶ

Word 2000初級編

マウス操作、
文字 入 力 が
できる人

9月 1 8日(日)

10月17日個X18日 四 午後 1時 30分～ 40寺30分 9月 23日⑥

ほ が  き  作  成

(ワー ド2000で年賀状)

11月12日_L 午前 9時 ～午後 4時
市作成テキスト

10月22日l■l

11月14日(月X15日 側 午後 1時 30分～ 4時 30分 10月24日個)

エクセル表作成編集編
12月 4日 lB) 午前 9時 ～午後 4時

テキストで学ぶ
Exce 2000初級編

11月14日個)

12月14日囚、15日閃 午後 1時 30分～ 4時 30分 11月24日困

イ ン タ ー ネ ッ ト

(イッターネツトと電子メール)

1月21日_Ll 午前 9時 ～午後 4時 はじめよう !パソコン
とインターネット

12月26日個)

1月 26日い、 27日 ⑥ 午後 1時 30分～ 4時 30分 1 月6 日⑥

福
祉
総
務
課
福
社
調
整
係

（ａ
内
線
２
１
０

。
２
１
３
）

日
曜
窓
回
の

開
設
を
中
止
し
ま
す
。

７
月
１７
日
個

合
併
匠
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
工
事

の
た
め
、

住
民
票
な
ど
の
交
付
が
で

き
ま
せ
ん
。

な
か
、

婚
姻

・
死
亡
な
ど
戸
籍
届

書
の
受
付
ほ
宿
直
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
総
合
窓
□

係

（な
内
緑
１
４
４
）

祝
日
に
燃
や
せ
る
ご
み
の

収
集
を
行
い
ま
す
。

（７
月
～
９
月
分
）

対
象
地
区
　
月

・
木
躍
日
が
燃
や
せ

る
ご
み
収
集
地
区

収
集
日

７
月
１８
日

（海
の
日
）

９
月
１９
日

（敬
老
の
国
）

対
象
地
区
　
火

・
金
躍
日
が
燃
や
せ

る
ご
み
収
集
地
区

収
集
日

９
月
２３
日

（秋
分
の
国
）

※
　
ご
み
収
集
は
、

平
成
１７
年
度
ご

み
収
集
計
画
表
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

収
集
国
の
朝
８
時
３０
分
ま
で

ほ
出
し
て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課
清
掃
対
策

係

（容
内
線
２
５
７
）

智監鋼出J
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多
葦
債
務

・
悪
質
問
法
相
談
を

弁
護
士
が
無
料
で
行

い
ま
す
。

事
務
所
の
ド
ア
が
い
き
な
り
開
い

て
、

女
性
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

「先
生
！
助
け
て
＜
だ
さ
い
。

裁

判
の
取
り
下
げ
が
今
回
ま
で
と
い
う

ほ
が
き
が
来
て
―
私
、

す
っ
か
り
忘

れ
て
い
た
ん
で
す
。

ど
う
し
た
ら
い

い
で
し
よ
う
？
」

「ま
あ
、

落
ち
着
い
て
＜
だ
さ
い
。

と
に
か
＜
、

そ
の
ほ
が
き
を
見
せ
て

＜
だ
さ
い
。」

そ
の
女
性
を
な
だ
め
て
、

ほ
が
き

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

見
れ
ば

「総

合
消
費
料
金
未
納
分
最
終
通
知
書
」

と
い
う
い
か
産
も
仰
々
し
い
タ
イ
ト

ル
が
つ
い
て
い
て
、

財
団
法
人
東
京

管
理
事
務
局
が
差
出
人
ほ
な

っ
て
い

る
よ
う
だ
。

「お
話
を
！
」
と
い
う
女
性
を
遮

り
、

私
は

「典
型
的
な
振
り
込
め
詐

欺
で
す
ね
。」

と
話
し
た
。

ポ
カ
ン
と
す
る
女
性
。

「
そ
れ
で
は
理
由
を
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

ま
ず
、

こ
の
は
が
き
に
書

い
て
あ
る

「総
合
消
費
者
特
例
法
」

な
ど
と
い
う
法
律
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

次
ほ
、

文
面
上
は

『
こ
の
は
が
き

ほ
財
務
省
の
許
可
通
達
書
で
す
。』

と

書
い
て
あ
る
の
ほ
、

最
後
に
書
い
て

あ
る
番
暑
ほ
財
務
省
許
可
番
暑
で
ほ

な
＜
財
務
省
認
可
番
暑
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。

法
律
上
、

許
可
と
認
可
ほ

全
＜
意
味
が
違
い
ま
す
。

正
当
な
請

求
書
で
あ
れ
ば
、

魅
ず
金
額
や
支
払

先
が
書
い
て
あ
る
の
に
、

こ
の
は
が

き
に
は

『指
定
の
電
話
番
暑
ほ
連
絡

し
て
＜
だ
さ
い
。』

と
あ
る
だ
け
で
金

額
や
支
払
先
が
書
い
て
あ
り
ま
せ

ん
。な

に
よ
り
、

は
が
き
で
請
求
書
を

出
す
と
い
う
こ
と
が
通
常
は
あ
り
え

ま
せ
ん
。

財
団
法
人
東
京
管
理
事
務

局
の
住
所
ほ
東
京
都
新
宿
四
谷
区

な

っ
て
い
る
の
に
、

連
絡
先
の
郵
便

番
暑
ほ
〒
１
０
４

‐
０
０
３
３
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。

〒
１
０
４

‐
０
０

３
３
は
東
京
都
中
央
区
新
川
の
郵
便

番
暑
で
す
よ
。

最
後
ほ
消
印
を
見
て
＜
だ
さ
い
。

５
月
２８
国
の
消
印
に
な

っ
て
い
る
の

に
５
月
３‐
日
が
最
終
期
限
と
い
う
こ

と
は
な
い
で
し
よ
う
。

ま
あ
本
当
に

裁
判
所
か
ら
連
絡
が
来
た
ら
、

ま
た

相
談
ほ
来
て
＜
だ
さ
い
。

多
分
来
な

い
と
思
い
ま
す
が
。

」

「
ハ
ァ
、

先
生
す
み
ま
せ
ん
。

私

っ

た
ら
す

っ
か
り
動
転
し
て
し
ま

っ

か

て
。

」「
い
え
い
え
、

弁
護
士
の
と
こ
ろ

に
相
談
に
来
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
か

ら
冷
静
で
す
よ
。

」

「
と
こ
ろ
で
、

相
談
料
は
い
＜
ら

で
す
か
？
」

「
う
ち
は
こ
の
よ
う
な
悪
質
商
法

の
相
談
は
無
料
に
し
て
い
る
の
で
、

い
た
だ
き
ま
せ
ん
。

気
を
つ
け
て
お

帰
り
＜
だ
さ
い
ね
。

」

日
時
　
月
～
金
躍
日
　
午
前
９
時
～

午
後
５
時

（完
全
予
約
制
）
原
則

３０
分

（必
要
睦
応
じ
て
延
長
）

※
多
重
債
務
悪
質
商
法
相
談
以
外
ほ

有
料
で
す
。

場
所

　

「浜
日
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律

事
務
所
」
日
町
１
６
５
５
　
朝
日

堂
ビ
ル
３
０
１
暑
　
Ｎ
日
Ｋ
浜
日

報
道
局
上

相
談
員
　
日
上
尚
志
さ
ん
（弁
護
士
）

予
約
方
法
　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
田
ひ
ま
わ
り
基

金
法
律
事
務
所
（ａ
②
ｌ
６
０
５
）

７
月
は

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
全
国
強
調
月
間
』

『
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
』
で
す
。

と
も
に
蕎
少
年
を
地
域
社
会
で
支
え

て
い
＜
こ
と
を
重
点
目
標
ほ
し
て
い
ま

す
。

青
少
年
は

『地
域
の
宝
』
で
あ
り
、

ひ
と
り

一
人
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在

で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、

地
域
住

民
み
ん
な
で
共
に
感
じ
、

学
び
、

育
お
と

い
う
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
し
よ
う
。

（福
祉
総
務
課
）

広報|ままだ :平成17年7月 1日暑



「公
益
信
託
し
ま
ね

女
性
フ
ァ
ン
ド
」

平
成
１７
年
度

後
期
助
成
事
業

県
で
は
、

女
性
が
持
て
る
力
を
十

分
発
揮
し
て
地
域
で
い
き
い
き
と
活

躍
す
る
こ
と
を
目
的
区

「
公
益
信
託

し
ま
ね
女
性
フ
ア
ン
ド
」
を
設
立
し
、

女
性
が
中
心
と
な
り
活
動
し
て
い
る

民
間
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
自
主

的

・
主
外
的
に
企
画
実
施
す
る
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

一

対
象
団
体
　
県
内
の
女
性
を
中
心
区

活
動
し

て
い
る
民
間
団
体

・
グ

ル
ー
プ

（構
成
員
ほ
か
お
お
ね
１０

人
以
上
で
、

そ
の
半
数
以
上
が
安

性
で
あ
る
こ
と
が
目
安
と
な
り
ま

す
。

）

対
象
事
業
　
１０
月
１
日
０
～
平
成
１８

年
３
月
３‐
日
⑥
に
実
施
さ
れ
る
次

の
事
業

魅
力
あ
る
地
域
づ
＜
り

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
＜
り

時
代
を
担
う
人
づ
＜
り

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
＜
り

助
成
金
額
　
１
件
あ
た
り
１
万
円
単

位
で
上
限
５０
万
円

募
集
期
間
　
７
月
３‐
日
⑩
ま
で

助
成
決
定
　
９
月

申
し
込
み

口
問
い
合
わ
せ
先
　
例
し

ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
　
公
益
信
託

し
ま
ね
女
性
フ
ア
ン
ド
事
務
局

公

０
８
５
４
③
５
５
１
４
・
□

０
８
５
４
③
５
５
８
こ

同ヨ
い
一
一”∞∽⊂
‐〇
〇　　ヨ
∞
一
一　
０の正
一①
【めの⊂・

０
①ヽ
一
・
∽
丁
↓ヨ
Φ
コ
①
・
」０

※
　
申
請
用
紙
は
地
域
政
策
課
（
谷

内
線
３
２
４
）
に
も
あ
り
ま
す
。

4 3 2 1

助
成
額
　
１
年
度
あ
た
り
１０
万
円
が

上
限
額

（２
年
間
分
ま
で
助
成
）

申
請
の
時
期

・
方
法

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る
年

度
内
に
、

県
が
定
め
た
申
請
書
区
魅

要
な
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
＜

だ
さ
い
。

後
日
、

審
査
結
果
が
通
知

さ
れ
ま
す
。

必
要
な
書
類

①
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診

な
ど
の
証
明
書

（医
療
機
関
発
行

の
領
収
書
を
添
付
）

②
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の

申
請
の
有
無
区
係
る
照
会
な
ど
の

口
里
思
圭
車

③
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
こ
と

を
証
明
で
き
る
書
類

④
住
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

書
類

⑤
夫
お
よ
び
妻
の
所
得
額
を
証
明
す

る
書
類

申
請
場
所
　
浜
日
保
健
所

相
談

・
問
い
合
わ
せ
先

浜
日
保
健
所

（ａ
④
５
５
５
２
）

県
不
延
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

（ａ

０
８
５
３
④
３
５
８
４
）

県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
（
公

０
８
５
２
②
６
１
３
０
）

丁
一
汁ｏ
＼̈
＼〓
〓
〓
　
ｏ
下①
ネ・
∽
Ｊ
↓ヨ
Φ
⊃
①
・
一〇

＼
∽
①
Ｏ
古
一〇
コ＼
本
①
⊃
本〇
〇
す
〇
」⊆
＼

このような諦1問販売に注意

点検高法 その 1

床下換気扇 ・除湿斉」

○不意|こ訪れて、簡単

|こ見られないとこ

ろを点検する業者

|こ注意

○ 印F水管の無料点

検」などほ家|こ上が

りこおための□実

です。

①本当|こ工事が必要

かどうか、矢□り合い

や地元の工務店に

相談しましょう。

○言いなり|こなって契約すると、屋根工事、外壁工事、風呂工事と双々

|こ契約させられることもあります。

訪問販売など|こは契約後
一定期間内 (契約書面を受け取つた日を含

めて8国以内)で 、指定商品であれば無条件解約ができる制度 (クT

リング才フ)が ありますがトラブル|こ巻き込まれないため|こも契約す

るとき|こはよ<者 えて慎重|こ必要ないと思ったらはつきりことわり

ましょう。

クーリング牙フの手続き|こついてはごみ収集計画表の11月のベー

ジ|こ掲載していますので参者|こして<だ さい。

環境課環境保全係 (a内線 256)

ひ
ど
い
湿
気
で

カ
ビ
た
ら
け
で
す
よ
―

敵
っ
て
お
く
と

シ
臼
ア
け
て
柱
が

早
く
換
気
感

つ
け
て
臨
湿
削

ま
か
な
い
と

培
建
不
旺
治
療
萱
を
聞
成
し
ま
す

不
妊
症
の
た
め
、

子
ど
も
を
持
つ

こ
と
が
で
き
な
い
夫
婦
に
対
し
て
、

治
療
費
が
高
額
な
体
外
受
精
お
よ
び

顕
微
授
精

（特
定
不
延
治
療
）
医
療

費
の

一
部
を
動
成
し
、

経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

対
象

次
の
要
件
を
す
べ
て
滴
を
す
人

①
法
律
上
の
夫
婦
で
、

県
内
区
住
所

の
あ
る
人

（夫
ま
た
は
妻
の

一
万

で
も
可
）

②
外
外
受
精
、

顕
微
授
精
以
外
の
治

療
法
で
は
延
娠
が
望
め
な
い
と
医

師
の
診
断
が
あ

っ
た
人

③
指
定
医
療
機
関
睦
お
い
て
治
療
を

受
け
た
人

（指
定
医
療
機
関
は
、

各
保
健
所
で
公
表
）

④
夫
妻
の
前
年
所
得
の
合
計
が
６
５

０
万
円
未
満
の
人

（所
得
の
計
算

ほ
児
童
手
当
施
行
令
を
準
用
）

⑤
平
成
１７
年
４
月
１
日
以
降
底
治
療

を
終
了
し
た
人

対
象
経
費
　
指
定
医
療
機
関
に
お
い

て
体
外
受
精
ま
た
は
顕
微
授
精
区

要
し
た
費
用

※
　
配
偶
者
以
外
の
第
三
者
か
ら
精

子
や
卵
子
の
提
供
を
受
け
た
場
合

や
代
理
懐
胎
（代
理
母
、

借
り
腹
）
、

交
通
費
な
ど
直
接
治
療
区
関
係
し

な
い
費
用
ほ
対
象
外

広報ほまだ :平成 17年 7月 1日 暑



6月 11日l■三隅町井野小原地区 「小原ほたる祭」にて

さ
る
６
月
‐１
日
、

三
隅
町
井
野

小
原
地
区
集
会
所
広
場
で
行
わ
れ

た

「小
原
ほ
た
る
祭
り
」
に
招
か

れ
、

長
年
に
わ
た
る
地
域
で
の
懸

命
な
取
り
組
み
の
成
果
を
拝
見
し

ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、

三
隅
町
井
野
小

原
自
治
会

（３
月
末
現
在

‥
髭
世

帯

・
７８
人
）
が
中
心
と
な
り
実
行

委
員
会

（三
浦
幸
則
会
長
）
が
結

成
さ
れ
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
５８
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
百

人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
、

今

も
記
憶
に
新
し
い
、

三
隅
町
災
害

の
三
隅
川
の
上
流
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

土臼
は
、

蛍
が
た
＜
さ
ん
生
息

し
て
い
た
地
区
で
す
が
、

つこ
の
時
の

水
害
で
三
隅
川
の
支
流
に
あ
た
る

小
原
地
区
の
河
川
は
土
右
流
な
ど

で
洗
わ
れ
、

そ
れ
以
来
蛍
が
見
ら

れ
な
＜
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、

昭

和
６３
年
ご
ろ
か
ら
蛍
を
復
活
さ
せ

る
た
め
に
蛍
の
養
殖
か
ら
や
ろ
う

と
、

子
供
会
を
中
心
Ｅ
県
立
益
日

晨
林
高
校
の
指
導
を
受
け
て
、

地

域
で
の
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

小
原
地
区
が

″蛍
の
里
″
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
広
＜
知
っ
て
も

ら
う
た
め
ほ
、
５
年
前
か
ら
「蛍
ま

つ
り
」
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

私
が
訪
ね
た
当
日
も
、

益
日
市
や
日
原
町
を
ほ
じ
め
弥
栄

や
金
城
な
ど
の
近
隣
の
町
村
、

遠

＜
ほ
県
外
か
ら
も
約
二
百
人
以
上

の
見
学
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

島
根
県
立
大
学
の
学
生
さ
ん
も
多

数
参
加
さ
れ
、

中
に
ほ
蛍
の
養
殖

を
始
め
た
い
と
い
う
学
生
さ
ん
の

姿
も
あ
り
ま
し
た
。

井
野
神
楽
社

中
の
石
見
神
楽
の
上
演
も
あ
り
、

夜
が
更
け
る
の
を
忘
れ
さ
せ
る
賑

わ
い
で
し
た
。

私
は
こ
の
た
び
の
井
野
小
原
地

区
の
活
動
に
接
し
、

次
の
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。

「地
域
自
治
会
活
動

の
地
味
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね

に
よ
る
成
果
。

長
い
間
育
ま
れ
て

き
た
地
域
の
良
好
な
自
然
環
境
と

い
う
伝
統
を
守
り
子
供
た
ち
へ
の

確
実
な
伝
統
の
継
承
。

そ
し
て
、

づ
ｃ

＜
力
の
入
ら
な
い
地
域
の
取
り
組

み
が
、

い
つ
の
間
に
か
広
域
的
に

Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
、

地
域
活
性
化
の
モ

デ
ル
ほ
な
っ
て
い
る
」
。

浜
田
市
内

や
周
辺
町
村
で
も
、

類
似
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
浜
日
市
の
浜
日
那
賀
万

式
自
治
区
で
は
、

こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
の
広
が
り
を
目
指
し
た
い

も
の
で
す
。

お充範ですか①

浜日市長 宇津徹男

揮母社会鶴降華統可浴3のお紐阜や

対象 次 のいずれか|こあてはまる人で、国民年金|こ任

意力□入していなかつた期間内に障害の原因となった

傷病の初診日があり、現在、障害基礎年金の 1、2級

こ相当する障害のある人

○平成 3年 3月 以前の国民年金任意カロ入対象者であっ

た学生

○昭禾□61年3月 以前の国民年金任意カロ入者であつた厚

生年金保険校保険者などの配lS」者

支給額

1級 月 額50,000円

2級  月 額40,000円

※ 給 付金の支給は、請求月の翌月分からです。

請求先 市 福祉総務課保険係⑤番窓□

注意事項

○給付金ほ請求月の翌月分から支給されます。さかの

ほって支給できませんので、必要な添付書類がそろ

わない場合でも受付ほ行いますので、できるだけ早

<請 求書を提出して<だ さい。

※ 支 給額や支給制限など詳孫日はお問い合わせ<だ さ

し`。

次のような場合|こは届出が必要こ/3‐ります。

①誕生日がきたとき… 「年金受給者現況届」

年金をヨき続き受|するため|こは、毎年ORI生月の末日

まで|こ「年金受給者現況届」を社会保険業務センターヘ

提出しな|すればなりません。

この届出用紙は、受給者の誕生月の初め|こ送付され

ます。住所・氏名ほか魅要事項を記入し郵送して<だ さ

しヽ。

この届を提出しないと、年金の支払いが一時ストッ

プされてしまいますので、忘れずこ誕生月の末日まで

こ到着するよう|こ発送して<だ さい。

②住所や年金の受取先を変えるとき…「受給権者住所・

支払機関変更届」

住所を変更したときや、年金を受|サ取る銀行・郵便局

などを変更するとき区届出て<だ さい。

③年金証書をなくしたり、汚したとき…「年金証書再交

付申請書」

年金証書は、年金を受ける権利のあることを証明す

るものです。万が一、な<し たり、汚したとき|こ届出て

<だ さい。

④氏名が変わつたとき… 「年金受給権者氏名変更届」

結婚や養子縁組など|こより氏名を変更したときは年

金証書を添えて届出て<だ さい。その際はこの届書の

証明欄|こ市町村長の証明を受|するか本人の戸籍抄本あ

るいほ謄本を添付して<だ さい。

広報|よまだ :平成17年了月 1日暑



市 立 田書館

ダヤンとハ回ウィーンの戦い/池田あきこ

100年に一度の大ハロウイーンの
夜、も、たたび宿命的な戦いが蛤まり
ました。そのさなかに花ひらく、大
魔女セの恋のゆ<え ほ…。不思議の
国わち′5、ぃ一るどほどうなるので
しょうか?
長編ファンタジー第5弾です。

源義経の合戦 と戦略/菱 沼
一憲

義経伝説|ま「時代に翻】弄された悲
劇のヒー□―」という日本人好みの

物語として、種々肉付けされてきま
した。平家物語J諸 本や 「吾妻鏡J、
公家の国記から合戦経過在克明に辿
り、義経伝説在徹底解明。その戦B各在

浮き周夕りにしています。

■
大
人
向
け
の
本
■

象
潟
心
象

黙
の
部
屋

家
、

家
に
あ
ら
ず

暁
の
旅
人

昔
日
よ
り

花
ま
ん
ま

森
下
尊
久

折
原

一

松
井
今
朝
子

吉
村
昭

諸
日
玲
子

朱
川
湊
人

け
い
子
ち
ゃ
ん
の
ゆ
か
た

庄
野
潤
三

恩
日
陸

小
説
以
外

透
明
な
旅
路
と
　
　
あ
さ
の
あ
つ
こ

ど
き
ど
き
フ
ェ
ノ
メ
ノ
ン
　
森
博
嗣

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

い
ま
、

地
球
の
子
ど
も
た
ち
は
　
第

１
巻
　
売
ら
れ
て
い
く
こ
ど
も
た
ち

本
本
洋
子

・
茂
手
木
千
晶

ぼ
く
の
鳥
の
巣
絵
日
記

鈴
木
ま
も
る

ラ
イ
ト
兄
弟
は
な
ぜ
飛
べ
た
の
か

土
佐
幸
子

と
も
だ
ち
い

っ
ぱ
い
　
　
工
藤
直
子

ガ
ス
ト
ン
と
ル
シ
ア
２
永
遠
の
旅
の

は
じ
ま
リ
　
　
ロ
ジ

エ

・
フ
ア
リ
ゴ

マ
ド
レ
ー
ヌ
の
メ
ル
シ
ー
ブ

ッ
ク

ジ
ョ
ン
・
ベ
ー
メ
ル
マ
ン
ス

・
マ

ル
フ
ア
ー
ノ

バ
バ
ー
ル
の
美
術
館

ロ
ラ
ン

・
ド

・
ブ
リ
ュ
ノ
フ

ま
ほ
う
の
む
ち

才
ル
ガ

・
ル
カ
イ
ユ

う
ち
の
パ
パ
が
世
界
で
い
ち
ば
ん
！

月～金

土 ・コ

7月の休館 日

電 話 番 号

9:00～ 19:00

9:00～ 17:00

1 8自伸卜2 9日働

22-0480

対 象  小 学生

日 時  7月 16園0 午 前10時～11時

テーマ  「 平示0をねがう」

場 所  図 書館 お ほなしの部屋

内 容  テ
ーマにそつた奉をを<さ ん紹介します。

「グループ・

ハ
リ
エ
ッ
ト

・
ジ
ー
フ
エ
ル
ト

項
羽
　
大
工
の
赤
い
花
　
片
山
清
司

せ
卜‐ク

ら
ブック

組

・ヨ
マ

レ

お

コ

一
第
２
回

　
つ告
ｃ
も
ま
つ
り

～浜日市世界こども美術館倉」作活動館～

平成 8年 11月|こ開館しました浜日南世界こど

も美術館 (野原町)の 入館者が、30万人|こ達成し

ました。鹿足郡六日市町からこども読書会のメ

ンバー28人といつしよ|こ来館した、小学生斉藤

俗佳さん|こ美術館の館長から美術館ハンカチな

ど記念品が贈られました。

一
八
撻
者
３。
万
人
達
成
ｒ

子育て支援センター「す<す <」|こあいて

「親子の触れ合いを大切 こ」をスローガンと

し遊びの広場を中心|こ子どもまつりが開催

され大勢の参カロ者で|こぎわいました。

子育てサークル、子育て支援サークル、幼

稚園、保育園など39団体でつ<る 実行委員会

が企画 ・運営をし、高校生や大学生のボラン

ティアもた<さ ん参力□し催されました。

広報はまだ :平成 17年 7月 1日 暑



乳御児の難 いを予防い しよ―ラ
子
ど
も
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
は

「不
慮
の
事
故
」
特
に
多
い
の
は
誤

飲
事
故
で
す
。

安
全
な
環
境
を
整
え
よ
う
！

市
で
は
、

島
根
大
学
医
学
部
　
谷

原
真

一
助
教
授
と
共
区
乳
幼
児
の
事

故
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教

授
ほ
、

「
子
育
て
に
お
い
て
は
、

子
ど

も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
ほ
大
切
な
こ
と
だ
が
実
際
ほ
目

を
離
さ
な
い
事
は
不
可
能
で
あ
り
、

そ
れ
が
返
っ
て
育
児
ス
ト
レ
ス
に
つ

な
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
か

ら
目
を
離
し
て
も
安
全
な
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
、

事
故
の
予
防
が
で
き
、

育
児
ス
ト
レ
ス
も
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
で
し
よ
う
。

」
と
言
わ
れ

ま
す
。

安
全
な
環
境
を
整
え
、

ゆ
っ
た
り

と
し
た
気
持
ち
で
育
児
を
楽
し
み
ま

し
よ
う
。

／

抄

＼
釜

／
軽

こ
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
１４
年
度
～
　
１
歳
６
か
月
健
康

診
査
を
受
診
し
た
家
庭
に
、

事
故

お
よ
び
事
故
の
危
険
を
感
じ
た
こ

と
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
。

平
成
１５
年
度
～
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
る
ま
え
て
、

乳
児
健
診

（４

～
５
か
月
）
時
ほ
、

誤
飲
し
や
す

い
物
を

チ

ェ
ツ
ク
す

る
誤
飲

チ
エ
ツ
カ
ー
の
配
布
と
事
故
予
防

ほ
関
す
る
講
話
お
よ
び
個
別
指
導

を
実
施
。　
　
　
　
　
，

平
成
１６
年
度
～
　
配
布
し
た
誤
飲

チ
エ
ツ
カ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

今
後
の
取
り
組
み
ほ
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

中

中

中

中

学

申

中

中

中

中

中

中

中

中

甲

中

中

G 4

申

G 4

申

申

申

中

中

中

64

甲

中

中

中

中

中

中

中

中

中

講
話
の
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
元
区
勇
近

で
起
き
た
事
故
、

事
例
、

今
後
特
Ｅ

誤
飲
の
発
生
頻
度
が
高
＜
な
る
月
齢

で
あ
る
こ
と
、

誤
飲
の
危
険
性
や
特

Ｅ
誤
飲
し
や
す
い
物
、

誤
飲
の
可
能

性
が
あ
る
物
の
保
管
ほ
つ
い
て
の
説

明個
別
指
導
の
内
容

家
庭
で
の
誤
飲
チ
エ
ツ
カ
ー
の
使

用
法
、

家
庭
ほ
あ
る
材
料
を
用
い
た

事
故
予
防
万
法
、

化
粧
品
や
洗
剤
な

ど
の
毒
性
の
あ
る
物
を
誤
飲
し
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
の
指
導

弘
％

路

舷
＼

≡
如
４

位
位
位

子
ど
も
が
１０
か
月
ほ
な

っ
た
頃
、

誤
飲
チ
エ
ツ
カ
ー
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵
送
で
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し

＜
お
願
い
し
ま
す
。

在

宅

児

フ

ッ
素

塗

布

歯
科
検
診
、

フ
ッ
素
塗
布
（歯
ブ
ラ

ン
に
波
を
つ
け
て
注
布
し
ま
す
）
、

お

し
歯
予
防
の
話

対
象
者
　
在
宅
の
乳
幼
児

（歯
が
４

本
生
え
て
い
た
ら
可
能
）

※
　
保
育
園

・
公
立
幼
稚
園
八
所
児

ほ
園
で
受
け
て
＜
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
１８
日
肉

受
付
①
　
午
後
１
時
～
１
時
３０
分

受
付
②
　
午
後
１
時
３０
分
～
２
時

※
　
受
付
時
間
①
か
②
を
選
択
し
、

申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

（申
し
込

み
開
始
ほ
、
７
月
１９
日
側
午
前
８

時
３０
分
か
ら
）

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員
　
各
梵
人

（定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

料
金
　
３
０
０
円

持

っ
て
く
る
物
　
新
し
い
歯
ブ
ラ
ン

ー
本

（フ
ッ
素
≧
布
用
）
夕
牙
ル
、

母
子
手
帳

※
　
歯
ブ
ラ
ン
は
年
齢
に
あ

っ
た
小

さ
め
の
も
の
に
し
て
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、

ゴ
ム
歯
ブ
ラ
ン
は
左
布
ほ

ほ
適
し
ま
せ
ん
。

申
込
先

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
係

（ａ
内
線
１
６
２

・
１
７
２
）轡

1歳6か月までに誤飲して医療機関を受診した人の事故の内訳
(H15年4月から12月まで)

はさむ
6 7 %

交通事故
22%

内容

①養育費の取り決めや履行の確保

②消費者金融や悪徳商法

③そのほか法律的矢□識をめ要とする問題

対象

ひとり親家庭 (母子家庭、父子家庭、寡婦など)

日時 7月 26日側 午 後 18寺30分～3時 30分 (1人 当

たり30分 ,1日 4人 )

場所 い わみTる

費用 無 料

※ 相 談ほ 1人 1回|こ限ります。

相談の予約  1人 当たりの相談時間は30分|こ限られま

すので、相談を受けたい場合には、棺談国の 2週 間程

度前まで|こ電話で予約して下さい。

申込 a問 い合わせ先

侵漏 根県母子会連合会

(a0852② 5920)

島憾県ひとり納家庭弁護士欄談

鑓窪

やけど
31 1 %

砂 ・小石

化粧品 ・洗斉J

を|ぎこ

広報はまだ :平成 17年 7月 1日 暑



や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

7目子育てカレンダー

*毎 週月 ・金躍日ほ育児相談日

受付時間 午 前 9時 30分～11時

*毎 週日躍日、祝日ほ休館日です。

*乳 児、 1歳 6か 月児、 3歳 児健診の該当者|こ

は事前|こ個人通矢□します。

申 し込み ・問い合わせ先

☆   子 育て支援課児童家庭係

(a内 線 162,167)

マークなし 子 育て支援センター

(a・ □② 1253)

場所はすべて子育て支援センター 「す<す <」 です。

7月 のポ リオ予防接種

対象 生 後 3か 月～7歳 半

持ってくるもの 母 子健康手帳

予診票ほ会場|こあります

日程 (受付8寺間 午 後 18寺40分～ 2時 10分)

日 (3窪日) 会   場

4日 偏) 子育 て支援 センタ ー

5日 ひ0 石見公民館

6日 00 子育 て支援 センタ ー

7日 肉 石見公民館

目 来 水 ホ 曇 土 日

27 28 29 30 2

4
☆ポリオ

13:40-14110

5
七夕会

10130′ヽフ11:30

おもちゃの病院
13:00/ヘツ15:00

6
☆ポリオ

13:40^フ14:10

なんでも相談の日

9:30/フヽ11:00

ひよこの会
10:30

7 8 9

徹

r i 12
お楽 しみタイム

10:45～11100

★1歳6か月児健診

日15年12月生まれ

i3
音楽リズム

①l歳半以上
10:00-/10:30

②l歳半未満
1 1 : 0 0 ′ヽマ1 1 : 3 0

ぎ亀"

14 15
こころころ

10:00ハツ11:00

16
★ママパパ学級

10: 0 0 アヽフ11 : 3 0

館

18
日
日

の
館

海
体

19
手作 り

布おもちゃの会

10:30-/11 :30

お楽 しみタイム

10:45′ヘマ11:00

おもちゃの病院

13:00-15100

20 2 1
☆字し児健診

H17年2月生まれ

22
おっぱいの日

酬

判 列 0

23

日

25 26
お楽 しみタイム

10:45‐/11:00

27
食育講座

(夏のあやつ)
10:30～11130

28
★3歳児健診
H14年3月生まれ

29 30

広報ほまだ :平成17年7月 1日暑

問い合わせ先 子 育て支援課 (a内 線 162)



手
話
通
課
者

（奪
仕
員
）
の

聴
覚
区
障
害
の
あ
る
人
な
ど
へ
の

手
話
通
訳
者

（奉
仕
員
）
の
個
人
派

遣
を
、

当
面
の
間
試
行
的
ほ
実
施
す

る
こ
と
区
し
ま
し
た
。

対
象
内
容
　
通
院
、

官
公
庁
な
ど
の

手
続
・相
談
、

学
校
な
ど
の
行
事
、

諸
会
議
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
。

（娯
楽
・

趣
昧
的
な
も
の
は
除
き
ま
す
。

）

※
　
派
遣
の
範
囲
ほ
浜
日
市
内
に
限

り
ま
す
。

実
施
日
　
月

・
水

・
金
躍
日

申
込
期
限
　
利
用
国
の
７
日
前
ま
で

（止
お
を
得
な
い
緊
急
の
場
合
は

除
き
ま
す
。

）

利
用
時
間

２
時
間

（移
動
時
間
を
含
お
）

料
金
　
無
料

申
込
方
法
　
申
し
込
み
用
紙
を
窓
□

区
持
参
す
る
か
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
を

送
信
し
て
＜
だ
さ
い
。

個
人
派
遣
を
試
行
的
に
実
施
し
ま
す

こ
れ
ま
で
ど
お
り
派
遣
事
業
も
行
っ

て
い
ま
す
。

（例
）

・
市
が
共
催
ま
た
は
後
援
す
る
講
演

会
な
ど
で
入
場
料
を
徴
収
し
な
い
も

の・
聴
覚
底
障
害
の
あ
る
人
な
ど
を
対

象
と
し
た
請
演
会
な
ど
で
入
場
料
を

徴
収
し
な
い
も
の

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
障
害
者
福
祉
係
１
階

①
番
窓
□

（ａ
内
線
１
５
９

・
１
５
５

ｏ
ｌ

６
９
、

図
①
３
４
２
８
）

中

学

ヤ

中

中

中

中

学

ヤ

ヤ

中

学

中

学

中

学

中

中

中

中

学

中

中

ヤ

ヤ

中

中

中

中

中

ヤ

中

中

学

ヤ

中

中

中

中

ヤ

中

学

ヤ

中

中

学

中

・
　

●

．

．

．

．

．

．

．

．

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

農口に 『ロマ…ク」設置

市役所 1階の窓□こ「耳マーワ」を設置

し、聴覚障害のある人が気軽 こ利用でき

る窓□対応|こ努めています。「耳マーク」

のバツジやンールなどを付|すて意思表示

をされるときもありますので、きさんも

あたをかい配慮をお願いします。

このマークを提示されをとき|こは、・筆

談して<だ さし`。はつきり、ゆつ<り 話し

て<だ さい ・手招きをして<だ さしヽとい

うことを表しています。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に
つ
い
て

～
障
害
の
あ
る
方
に
、

将
来
の
安

心
と
保
障
を
お
約
束
し
ま
す
～

障
害
の
あ
る
人
を
扶
養
し
て
い
る

保
護
者
が
、

自
ら
の
生
存
中
区
毎
月

一
定
の
掛
金
を
納
め
、

保
護
者
に
万

が

一

（死
亡

・
重
度
障
害
な
ど
）
の

事
が
あ

っ
た
時
区
障
害
の
あ
る
人
ほ

「耳マーク」とは 難 聴や中途失聴

の人は、障害が外見からcR分かり|こ<

いことから、日常生活の中では多<の

不安や不便な場面こあわれています。

そこで、耳が不自由ですということを

示すをめ|こ者えられをのが 「耳マー

ク」です。

終
身

一
定
額
の
年
金
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

①
加
入
で
き
る
保
護
者
の
要
件

障
害
の
あ
る
人
を
現
在
扶
養
し
て

い
る
保
護
者

（父
母
、

配
偶
者
、

兄

弟
姉
妹
、

祖
父
母
、

そ
の
他
の
親
族

な
ど
）
で
あ
っ
て
、

次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
人

１
　
市
内
ほ
住
所
が
あ
る
こ
と
。

２
　
４
月
１
日
現
在
で
６５
歳
未
満
で

あ
る
こ
と
。

３
　
健
康
状
態
が
保
険
契
約
時
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

４
　
障
害
の
あ
る
人
１
人
ほ
対
し

て
、

加
入
で
き
る
保
護
者
は
１
人

で
あ
る
こ
と
。

○
障
害
の
あ
る
人
の
範
囲

次
Ｅ
該
当
す
る
障
害
の
あ
る
人

で
、

将
来
自
立
す
る
こ
と
が
困
難
で

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

（年
齢
ほ
問

い
ま
せ
ん
。

）

１
　
知
的
障
害

２
　
勇
体
障
害

（勇
保
障
害
者
手
帳

を
所
持
し
、

そ
の
障
害
が
１
級
～

３
級
ま
で
に
該
当
す
る
障
害
）

３
　
精
神
又
ほ
身
俸
ほ
永
久
的
に
障

害
の
あ
る
人
で
、
１
ま
た
は
２
と

同
程
度
の
障
害
と
認
め
ら
れ
る
者

（例

”
精
神
病
、

脳
性
麻
痺
、

進

行
性
筋
委
絹
症
、

自
閉
症
、

血
友

病
な
ど
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
障
害
者
福
祉
係
１
階

①
番
窓
□

（ａ
内
線
１
５
５
）

(健康長寿課)

● ● ● ● ● ●
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一
！中
！
ヤ

ヤ
！ヤ
．十

．ヤ

一
！中！！！
ャ
！
ヤ

ヤ

十

■
■
ヤ

・や
！

ヤ
！

中

！ヤ

中
！

中
！ヤ

！ヤ

！ヤ

ヤ
！ヤ

！一
！
中

ヤ

ヤ

中
！ヤ
！ヤ
！
ヤ
．や
！
ヤ
！
ヤ

中
！中
！
中
！ヤ

！中
！ヤ

！
中
！
ヤ
！中
！
中

ST

鱗 醸 醸 鶴 醸 醸 醸 鶴 醸 醸 醸 鶴 醸 醸 醸 鞭 醸 餞 餞 鶴 罐 議 醸 鶴 醸 醸 醸 醸 醸 犠 醸 鍛 餞 0 餞

i合、約36～42協)あります。汗をかしヽたり、水分をとらな 磁

鍛

ガ いと、外内の水分が少な<な り脱水症状をひきおこします。と<|こ高齢|こなると、体のなかの水不足|こ 畿

畿 対する調節機能が衰えてしまい、脱水状態|こなりやす<な ります。                 鱒
畿 醸 醸 寵 轟 醸 醸 醸 畿 醸 罐 醸 韻 醸 罐 議 醸 鶴 醸 鱗 醸 餞 鶴 畿 醸 醸 醸 鶴 鶴 鶴 餞 鞭 醸 鶴 醸 醸 醸 醸 醸 罐 鶴 醸 鶴 醸 鞭 鶴 醸 鶴 醸 醸 議 鶴 鶴 議 醸 餞 鶴 鰻 鶴 餞 餞

蟻

○こまめに水分補給をしましょう。

・いつでも手の届<と ころこ飲み物をおしヽてお<

・野菜や果物からも水分をとる

。多量 こ一気のみしない 0さ臓 ・腎臓 こ負担がかかる)

・ジュースなど甘しヽものは、かえつて喉が渇き月巴満の原因

|こもなる

○疲れをためないよう、休息をとりましょう

○高温 ・多湿をさけ、涼 しく

・通気性のよい服装や外出時|こは帽子をかぶる

○バランスの良い食事をとりましょう

。汗をか<と ビタミン ・ミネラル ・塩分なども失うので補

給がら要です

・□渇感 (高齢|こなると感じ|こ

・倦怠感

脱水のため血波

が ドロ ドロ| こな

り、脳梗塞を引き

起こすこともあ

ります !

ド
の
健
康
づ
ぐ
り！

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

あ
な
た
は
自
信
が
あ
り
ま
す
か
？

‐
心

の
健
康

に
―

時
間
や
仕
事
に
追
わ
れ
る
現
代
人

は
、

ス
ト
レ
ス
に
囲
ま
れ
を
毎
日
で

す
。

イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、

何
事
も
あ

っ

＜
う
に
感
じ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
は

「心
の
病
」

ほ
か
か
る
こ
と
を
船
か
し
い
と
者
え

て
し
ま
い
が
ち
で
つ
い
対
処
が
遅
れ

ま
す
。
し
か
し
、

精
神
疾
患
ほ
精
尿

病
や
高
血
圧
と
同
じ
で
誰
で
も
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
２
人
に
１

人
ほ
過
去
１
ケ
月
間
に
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
、

生
涯
を
通
じ
て
５
人
に
１
人

ほ
精
神
疾
患
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
ヽ

知

っ
て
い
ま
す
か
？

‐
精
神
疾
患

へ
の
正
し
い
対
応
‐

１
　
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
回
復

へ
の
近
道
で
す
。

最
初
の
サ
イ
ン

は
主
Ｅ
不
眠
や
不
安
な
症
状

で

す
。

お
か
し
い
な
と
思

っ
た
ら
気

軽
区
心
療
内
科
や
精
神
科
で
相
談

を
し
ま
し
よ
う
。

２
　
病
気
を
正
し
＜
理
解
し
、

休
養

を
取
り
焦
ら
ず
時
間
を
か
け
て
克

服
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。

急
が
ば

ま
わ
れ
も
大
切
で
す
。

家
族
や
周

囲
の
過
干
渉
、

非
難
は
回
復
を
遅

ら
せ
る
こ
と
も
知

っ
て
お
き
ま

し
よ
う
。

３
　
精
神
疾
患
や
精
神
障
害
者
Ｅ
対

す
る
誤
解
や
偏
見
は
、

古
＜
か
ら

の
慣
習
や
風
評
に
よ
り
、

正
し
い

知
識
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
生
じ
る
先
八
観
で
す
。

先
八
観

区
よ
る
拒
否
的
態
度
は
、

そ
の
人

を
深
＜
傷
つ
け
病
状
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

４
　
自
分
ら
し
＜
生
き
て
い
る
姿
を

認
め
合
い
、

人
格
と
個
性
を
尊
重

し
て
互
い
に
支
え
あ
う
共
生
社
会

を
作
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

1 1 広報|ままだ :平成17年 7月 1日 暑



7目 の膿診

胃がん検診

対象者 40歳 以上、受診料 1,100円

1 実 施日     受 付時間      会   場

1 7月 19日 午 前 8時 30分～ 9時    長 浜公民館   |
1  側   午 前10時～10時30の   1日 ‖去‖児童館   |

※ 胃 がん検診は、空腹状態でないと受診できません。

※ 国 保カロ入者ほ無料です。(保険証が必要ですので持参

して<だ さい。)

子目がん検診

対象者 30歳 以上の女性、受診料 1,000円
‐実施日     受 付時間      会   場   |

17吊1日1曇1緊吊雪i‖公定吊134,分 客曇公屋罷患暑容墨|
1     午 後 1時30ハ～2時30ハ 周 布公民館    |

※ 子 宮がん検診で、魅要|こ応 じて精密検査を実施 した

場合|こよ、別途 3、400円を負担 してもらしヽます。

個
虜
個
餞

○
健
康
相
談

血
圧

・
体
脂
肪
測
定
、

健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
糖
尿
病
相
談
日

保
健
師

・
栄
養
士
に
よ
る
相
談

日
時
　
７
月
１３
日
佃

午
後
１
時
～
５
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

※
　
予
約
し
た
時
間
ほ
来
て
＜
だ
さ

い
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（
ａ
内
線
１
６
４

・
１
６
６
）

○
難
病
相
談

こ
う
げ
ん
び
よ
う

膠
原
病
区
つ
い
て
の
症
状
や
療
養

生
活
お
よ
び
介
護
区
関
す
る
相
談
を
、

専
門
医
の
先
生
が
一受
け
付
け
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
＜
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
‐１
日
働

午
前
１０
時
～
正
午

場
所
　
浜
日
保
健
所

費
用
　
無
料
　
※
予
約
制
（先
着
順
）

申
込
先

浜
日
保
健
所
医
事
難
病
支
援
グ

ル
ー
プ

（な
④
５
５
５
４
）

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
Ｅ
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

日
時
　
了
月
５
日
側

午
後
７
時
～
９
時

場
所
　
浜
日
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

公

②
２
４
９
じ

健
！虜
！敏
！自

【浜
日
医
療
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室
】

生
活
習
慣
病
予
防
の
啓
発
の
た
め

糖
尿
病
、

高
血
圧
、

高
脂
血
症
を
対

象
区
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
参

加
し
て
＜
だ
さ
い
。

公

②
２
３
０
９

０
糖
尿
病
教
室

・
食
事
に
つ
い
て
（昼
食
会
・実
践
編
）

・
糖
尿
病
と
脳
血
管
疾
患
、

日
常
生

活
で
気
を
つ
け
る
こ
と

・
糖
尿
病
教
室
で
の
ま
と
め

（感
想

・
意
見
交
換
）

日
時
　
７
月
劉
日
肉

午
後
１
時
～
２
時

場
所
　
３
階
会
議
室

担
当
　
神
経
内
科
医
師
、

内
科
医
師
、

香
護
師
、

管
理
栄
養
士

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

内
科
外
来
　
（ａ
内
線
８
０
１
２
）

○
高
血
圧
教
室

ビ
デ
才

コ
局
血
圧
と
食
生
活
」
、

減

塩
食
の
工
夫
、

肥
満
の
予
防

日
時
　
７
月
セ
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
１‐
時
３０
分

場
所
　
）宋
養
指
導
室

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

栄
養
管
理
室
（ａ
内
線
２
４
０
０
）

○
高
脂
血
症
教
室

ビ
デ
才

「高
脂
血
症
と
食
生
活
」
、

食
物
繊
維
の
働
き
、

店
好
品
に
つ
い

て日
時
　
７
月
梵
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
１‐
時
３０
分

場
所
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

栄
養
管
理
室
（ａ
内
線
２
４
０
０
）

7月 献血 日程 (全 血献血)
7 周 献 血 会 場 町 名 受 付 8寺間

司
肉

浜日市役所

ハローワーク浜日

山陰合同銀行浜日東支店

殿町

殿町

朝日町

午前 9時 00分～正午

午後 1時 30分～ 2時 30の

午後 3時 20分～ 4時 30分

姻
⑥

浜日高等技術校

県立浜日水産高等学校

浜日医療センター

熟日町

瀬戸ケ島町

黒川町

午前 9時 30分～10時30分

午前11時30分～午後 1時30分

午後 3時 00分～ 40寺30分

※ 献 血時こ使われる採血針や採血バックほ一人ひとり新しいものを使用していますので、

他の献血者から肝糞やエイズなどの病気がうつる心配ほありません。

０

岱

観

餓

広報|よまだ :平成 17年 7月 1日 暑



３
Ｂ
体
操
一
７
　

　

定

【子
ど
も
３
Ｂ
】

対
象
　
３
か
月
～
１
歳
ま
で
の
母
子

午
　
ペ
ア
ー
レ
浜
日

午
　
石
見
武
道
館

対
象
　
１
歳
前
後
～
未
就
園
の
親
子

～
１０
時
４５
分
　
石
見
武
道
館

対
象
　
３
歳
未
就
園
児

４
時
郷
分
～
５
時
２０
分

ペ
ア
ー
レ
浜
日

対
象
　
幼
稚
園
児

（キ
ッ
ズ
）

４
時
～
５
時
　
石
見
武
道
館

対
象
　
小
学
１
年
～
３
年

（ジ
ュ
三

ア
）

５
時
～
６
時
　
石
見
武
道
館

い
ず
れ
も
１
回
５
０
０
円

※
　
は
じ
め
て
の
人
は
な
る
べ
＜
申

し
込
み
を
し
て
＜
だ
さ
い
。

※
　
キ
ツ
ズ
、

ジ
ュ
エ
ア
３
Ｂ
ほ
運

動
の
で
き
る
服
装
で
上
履
き
、
３

Ｂ
体
操
カ
ー
ド
持
参
。

【ら
く
ら
く
３
Ｂ
体
操
】

対
象
　
中
高
年
男
女

郷
分
～
１
時
間
程
度

ペ
ア
ー
レ
浜
日

□

石
川
美
智
子
さ
ん

公

①
ｌ
７
８
↓

点
字
図
書
館
デ
イ
ジ
ー
図
書

編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

録
音
図
書

（カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
）

を
パ
ソ
コ
ン
ほ
取
り
込
ん
で
デ
イ

ジ
ー
図
書

（Ｃ
Ｄ
）
を
製
作
を
し
て

も
ら
え
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る

人
ほ
ほ

（自
宅
で
も
活
動
可
）
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

７
月
１６
日
働
　
午
前
１０
時
～
正

午
、

３０
日
０
　
午
前
１０
時
～
午
後

４
時
　
計
７
時
間

※
　
基
礎
講
座
終
了
後
ほ
後
日
、

マ

ン
ツ
ー
マ
ン
の
研
修
を
４
時
間
程

度
行
い
ま
す
。

い
わ
み
―
る
４
階

パ
ソ
コ
ン
研
修
室

１０
人

無
料

申
込
締
切
日
　
７
月
悔
日
⑥

報
セ
ン
タ
ー

（な
②
９
３
３
４
、

□
④
９
３
８
５
）

ヨ
Ｏ
】一汁〇
中一〓
Φヨ
一‐の本《ツ
のＸ・ヨ
↓【ΦＯ
一①・

コ
①
　
」
０

平
成
■
年
度
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
・

建
築
科
の
訓
練
生
！
！

Ｏ
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

対
象
　
１８
歳
以
上
３０
歳
未
満

１０
人

日
⑥
～
１１
月
１１
日
⑥

歳
未
滴

姥
月
５
日
側
～
平
成
１８

６
日
⑥

浜
田
高
等
技
術
校

（ａ
②

７
、

□
②
４
０
２
こ

「し
お
さ
い
ク
ラ
ブ
」ポ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
・

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
躍
！

県
立
浜
日
養
護
学
校
で
は
、

児
童

生
徒
の
放
課
後
学
董
保
育

（し
お
さ

い
ク
ラ
ブ
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

①

「し
お
さ
い
ク
ラ
ブ
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

月
、

火
、

本
、

金
躍
日

（午
後

３
時
～
６
時
）
、

水
躍
日

（午
後
２

時
３０
分
～
６
時
）
夏
休
み
、

冬
休

み
、

春
休
み

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

□

浜
日
養
護
学
校

公

④
２
２
０
９

し
か
さ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

山
下
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
係

八
東
さ
ん

〔円
Ｘ
剛
一
県
立
浜
日
養
護
学
校

ふ
る
き
と
歴
史

畳
ケ
浦
ほ
江
戸
時
代
か
ら
隆
起
し

て
い
た
？
下
府
ほ
も
城
郵
が
あ

っ

た
？
古
地
図
か
ら
探
る
、

失
わ
れ
た

世
界
。

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時

代
初
頭
に
か
け
て
描
か
れ
を
、

国
分

町
や
下
府
町
の
古
地
図
を
見
学
し
な

が
ら
楽
し
い
旅
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

７
月
１７
日
０

前
９
時
か
ら
正
午

国
府
公
民
館

資
料
代
を
負
担
し
て
＜
だ
さ
い
。

下
村
明
雄
さ
ん

（午
後
５
時
以

公
０
９
０

１
７
１
３
１

‐
９

３
７
）

日□

を13雷藩吊魯富島暦

i…
▼
革苫嘉=流

…
1

やさしい中国語の名称で

親 しまれていたサークルも

新講師を迎え名称も
一

新 し

,ました。

Ⅲ 中 国文イし(古典)文学こふ

れながら楽し<交 流しませ

んか。

6降□日□午ロ

13  広 報ほまだ :平成17年7月 1日暑 恒)=日B寺修〕
=場所 医)=定員 □〕
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通

級
！教

室

　

！！
！！！！
！！！！！！！

子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
エ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
と
り
方

。
こ
と
ば

・
集
団
行
動
Ｅ

つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
小
学
生
と
幼
児
お
よ
び
そ
の

保
護
者

７
月
２３
日
働

・
勢
日
０

午
前
９
時
～
午
後
４
時

□

極
原
小
学
校
通
級
教
室

相
談
員
　
浜
日
ろ
う
学
校

・
極
原
小

学
校
通
級
教
室
担
当
者

※
　
相
談
時
間
ほ

一
人
あ
た
り
１
時

間
か
ら
１
時
間
半
程
度
で
す
。

申
込
方
法
　
７
月
１５
日
０
ま
で
区
電

話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
＜
だ

さ
い
。

同
〓
∪

松
原
小
学
校
通
級
教
室

公

・
□
④
２
８
１
↓

７
月
の
城
山
学
報
！！

対
象
　
市
内
在
住
で
６０
歳
以
上

５
日
　
ち
ざ
り
絵
教
室

６
日
　
園
芸
教
室

８
日
　
書
道
教
室

‐３
日
　
立
日
楽
教
室

‐４
、

２‐
日
　
舞
踊
教
室

２‐
、

２２
日
　
陶
芸
教
室

‐２
日
　

『城
山
大
学
』

演
題
　
健
康
任
暮
ら
す
た
め
の
ポ

イ

ン
ト

講
師
　
肥
塚
由
美
子
さ
ん
舎
同
齢

者
健
康
指
導
員

・
保
健
師
）

※
　
夕
才
ル
を
持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

城
山
大
学
、

立日
楽
ほ
１０
時
か
ら
、

舞
踊
ほ
９
時
４０
分
か
ら

そ
の
ほ
か
は
、
９
時
３０
分
か
ら

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

□

市
社
会
福
祉
協
議
会

公

②
０
０
９
４
）

夏
休
み

お
天
気
教
室

実
験
や
天
気
の
話
を
聞
い
た
り
、

測
候
所
見
学
な
ど
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象
　
小
学
生
と
保
護
者

８
月
５
日
０
　
午
前
１０
時
～
正

午
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時

□

浜
日
測
候
所

※
　
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
＜
だ

さ
い
。

２０
人
程
度
（多
い
場
合
は
地
選
）

日

無
料

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、

電
話
番
暑
、

午
前
・午
後
の

希
望
、

参
加
人
数
、

学
年
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
７
月
郷
日
０
必
着

０
０
５
３
　
大
辻
町
２
３
５

１
３

ａ
②
ｌ
９
７
０
）

創
業

　

曽
改
革
セ
ミ
ナ
ー

７
月
１４
日
閃

独
立
力
養
成
講
座
①

誉 5 テ  時 の  ラ  講

暑骨! 魯暑 者 ら
と 了 島   れ  る
く

｀
根

西書F情報化センターだより

<8周  パ ソコン研修>
○ビルダー8で作るホームベージ作成

(初級者)・……………………………………Ⅲ…・①
9日 側～12日⑥

午後 1時 30分～ 4時 30分

テキスト 800円

OMicrosoft Office入門(初級者)……………②
23日側～26日⑥

午後 1時 30分～ 4時 30分

テキスト代 800円

○グラフィカルな名刺作り(初級者)… ………③
17日00,18国内

午後 1時30分～4時30分

テキスト代 800円

○家族で学ぶインターネットマナー

(小学生と家族)・…………………………………④
20日働 午 前10時～午後5時

テキスト代 800円

厘〕各12人
申込締切 日 7月 20日側

ゆつくり健めパソコン数桑……③
2日 側  パ ソコン入門……… ………A

9日 側  メ ール送受信……………………B

16日側  ワ ー ドで案内状,…………… C

23日側  エ クセル初級………………D

30日側  ワ ー ドでラベル…………………E

時間 午 前 9時 ～正午

テキス ト代 300円

申込締切日 7月 20日四

講師 「ンェアネットほまだ」

事務局 佐 本々清子さん(公②3768夜 間)

く lTわ いわいサロン>
パソコン[関 するわからないことを何でも相

談して<だ さい。

詳細ほ示一ムベージにて。

http://www.grOup. lwaml or. jp/mchamada/

毎週土躍国(ただし第 4土躍日除<)

午後 1時～38寺まで随8寺受|す付け

いわみ一る4階  研 修準備室

日 無料
担当 「MC浜 日」「ンェアネットはまだ」

※ ほ か|こも様々な研修を企画していますの

で、西部幅報化センターのホームベージを

ご覧<だ さい。

いわみ―る4階  パ ソコン研修室

申込方法 :研修名 (0～ ④A―D)・ イ主所 ・

氏名 ・電話番暑を明記して、ホームペー

ジか往復はがきでお申し込み<だ さい。

県立西部情報化センター

〒6970016 野 原町18261

いわみ一る4階 (a④ 9346)

htip://www joho shimano or ip/CC/Seibu/
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手

話
．講

座

　

！！
！
！
！

浜
日
ろ
う
学
校
で
は

〃手
話
の
世

界
に
入
っ
て
み
ま
せ
ん
か
″
と
い
う

テ
ー
マ
で
手
話
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

日
常
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

一

緒
ほ
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象手

話
ほ
興
味
が
あ
る
人

７
月
４
日
∩
　
午
前
９
時
～

浜
日
ろ
う
学
校

２０
人

無
料

料
理
教
室

各
開
催
日
ご
と
に
定
員
と
な
り

次
第
締
め
切
り

無
料

（
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
し
て

＜
だ
さ
い
）

中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所
　
お

客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
営
業
担
当

佐
々
木
さ
ん

（な
０
１
２
０

‐
３

１
２

‐
８
０
２
）

甲
・乙
一
丙
火
薬
類
取
扱

（製
造
）保
安
責
任
者

試
験
種
類

甲
種
火
薬
類
取
扱
保
安
貢
任
き

乙
種
火
薬
類
取
扱
保
安
貢
任
者

丙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者

試
験
日
　
８
月
郷
国
０

申
込
締
切
日
　
７
月
了
日
肉

（当
日
消
印
有
効
）

〔∪

六
円
一
県
試
験
事
務
所

浜
日
ろ
う
学
校

公

④
０
１
４
６
、

３

）

牛
尾
さ
ん

囲
①
２
０
６

電
化
キ
ッ
チ
ン
体
験
　
　
ン
グ

７
月
８
日
Ｑ

・
姥
日
側

・
１４
日

側

・
郷
日
側

午
前
９
時
５０
分
～
午
後
１
時

中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所
４
階

1空1手1道数墓

団・□
浅井公民館 毎 週日8窪日

午前103寺～正午

周布公民館 毎 週火躍日

午後 7時 ―/9時

」R周 布駅前新市公民館

毎週日躍日

午後 1時 ～ 38寺

※ 一 か月間体験入門 ・年 2国

～ 8回 の遠征試合 ・蔓季合宿

り

入会金    5,000円

周会費 大 入 3,000円

子ども 2,000円

0-7546-5611)

押
酸

日□□日

（
容

０

８

５

２

②

７

２

０

２

）

載
判
所
事
務
官
採
用
　
　
試
験

受
験
資
格

昭
和
５９
年
４
月
２
日
～
昭
和
６３
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間
　
７
月
１１
日
∩
～
１９
日
側

□

租
江
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
人
事
第

一
係
（〒
６
９
０
１
８
５

２
３
　
松
江
市
母
衣
町
６８

公
０
８
５
２
①
ｌ
７
０
１
　
内
線

３
１
８
）

試
験
日
　
９
月
７
日
側

浜
日
合
同
庁
舎

（浜
国
会
場
）

受
付
期
間

７
月
４
日
働
～
塑
日
⑥

※
　
受
験
願
書
ほ
保
健
所
区
あ
り
ま

す
。

プ

公

④
５
５
５
３

第
７
回
　
全
国
水
産
・海
洋
高
等

学
校
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
大
会

全
国
の
水
産

・
海
洋
系
高
校
の
各

地
域
の
中
か
ら
勝
ち
抜
い
た
１６
校
が

浜
日
で
競
い
ま
す
。

地
元
浜
日
水
産
高
等
学
校
の
カ
ツ

タ
ー
部
も
出
場
し
ま
す
。

普
さ
ん
の

応
援
を
よ
ろ
し
＜
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
郷
日
働

開
会
式
　
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

午
前
８
時
４５
分
～

２４
日
０
　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

午
前
９
時
～

浜
固
漁
港
６
暑
岸
壁

（特
設

コ
ー
ス
）

浜
日
水
産
高
校
内
カ

ツ
タ
ー

レ
ー
ス
事
務
局
（ａ
②
３
０
９
８
）△第 6回 全国大会 (青森県八戸市)の様子

海
　
開
！
き
　
　
！

海
開
き
を
開
催
し
ま
す
。

夏
の
海

を
満
喫
し
て
＜
だ
さ
い
。

折
居
海
水
浴
場

７
月
３
日
０
　
午
前
１０
時
～

□

市
観
光
協
会
大
麻
支
部

公

②
０
８
９
こ

国
府
海
水
浴
場

宝
さ
が
し

。
ひ
ら
め
の
つ
か
み
ど

り
な
ど７

月
１０
日
０
　
午
前
１０
時
～

※
　
少
闘
決
行

□

市
観
光
協
会
国
府
支
部

公

①
２
５
６
こ

当
国

（公
④
２
４
３
４
）

「海
の
■
」
記
念
講
演
会

海
と
さ
か
な
の
話
あ
れ
こ
れ

講
師
　
森
脇
晋
平
さ
ん

（県
水
産
試
験
場
主
席
研
究
員
）

７
月
１８
日
働

午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

日

無
料

浜
日
商
工
会
議
所
内

「海
の
日
」
海
洋
環
境
連
絡
会
別

公

②
３
０
２
こ
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アクアスがら (a①3900)

イ
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
番
暑

・
住
所
参
加
者
全
員
の
氏
名

減

・ッ
フ
と
、

ア
ク
ア

　
一
　

（ふ
り
が
な
）
と
歓
酎

‐
Ｌ
特
別
圭
弓

一

一１
水
族
館
の
裏
話
　
一　
　
話
番
暑

・
希
望
の
ス
ク
ー
ル
名

・

々

十ち
ゃ
ぅ
ょ
。
　
　
　
一　
　
開
催
日
を
記
入
の
上
、

ア
ク
ア
ス

を

年
生
～
中
学
校
３

　
一　
　
ま
で
郵
送
し
て
＜
だ
さ
い
。

　
　
　
一

参
加
で
き
る
人
）

一　
　
②
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
か
ら
　
　
　
　

翠

〕
ぐ
，

（ｏ

一日
仰
引
］
口
〕
御
ゆ

　
　
一　
　
　
　
　
古
洋
ｏ
【
＼
＼
〓
〓
〓
　
い
ｏ
⊂
∞
∽
　
〇
【
　
」
０

　
　
　
　
　
キ

。
お
盆
を
除
＜
毎
　
一　
　
　
ア
ク
ア
ス
学
習
交
流
課

（〒
６

蒜

梯

） ・
午

後

１
時

４５
　
一一　

　

‐ ９

７ ７
中
卯
狗

０

４

　

久

代

町

１

１

一

数
）

（当
日
入
館
し

　
一・　
特
別
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辛

一
部
卿順
斜
韓
艶
能
」と

キ

階

総

合

案

内

所

で
　
一　
生

息

し

て
い

る
数

多

＜

の
貴

重

な

生

奉

奉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
一　
物
を
中
心
Ｅ
展
示
し
ま
す
。

こ
の
特

翠

一　
別
展
を
通
じ
て
身
近
で
豊
か
な
自
然

翠

一　
を
再
発
見
し
ま
し
よ
う
。　

　
　
　
　
　
中

ス
」
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
７
月
崎
日
働
～
９
月
梵
日
０

　

蒜

も
た
ち
だ
け
の
大

　
一
日
〕

３
階
企
画
展
示
室

　
　
　
　
　
一

館
を
深
険
し
、

ア
　
十一　
　
　
フ
ァ
ス
入
館
　
　
　
　
　
　
　
翠

て
お
魚
と

一
緒
ほ
　
一　
　
　
大
人
　
　
１
、
５
０
０
円
　

　

淳

一　
　
　
中
高
校
生
　
　
５
０
０
円
　
　
ギ

年
生
～
中
学
校
３
　
一　
　
幼
　
児
　
　
　
　
無
料
　
　
　
　
欺

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ

綜　
　
で
郵
送
し
て
＜
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
※
　
フ
ァ
ン
グ
ラ

率
（剛
｝
島
根
県
立
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
　
　
申
込
締
切
日
　
７
月
１６
日
０
（魅
着
）

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

米

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

米

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

米

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

米

Ｘ

メ

巡
視
船

「い
わ
み
」
体
験
航
海

了
月
１８
日
働

受
付
時
間

午
後
１
時
～
１
時
４５
分

体
験
航
海
　
午
後
２
時
出
港
～

４
時
入
港
予
定

長
浜
埠
頭
３
暑
岸
壁

□

先
着
８０
人

申
込
方
法
　
了
月
４
日
側
　
午
前
８

時
３０
分
か
ら
水
産
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

傘
弓
話
ほ
不
可
）

※
　
当
国
の
天
候
、

海
難
事
故
な
ど

ほ
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、

時
刻
ほ
予
定
時
刻

に
つ
き
多
少
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

水
産
課

（公
内
線
２
２
４
）

□

浜
日
海
上
保
安
部
管
理
課

公

②
０
７
了
９

世
界
の
歌
声
と
話
を
聴
き
ほ
来
ま

せ
ん
か
。

講
師
　
日
中
公
道
さ
ん

７
月
１１
日
∩

午
後
２
時
～
３
時

□

原
井
小
学
校
体
育
館

６
３
）
、

人
権
同
利
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー

（ａ
内
線
２
６
０
）

「自
開
症
を
学
ぶ
会
」講
演
会

気
に
な
る
子
ど
も
た
ち

～
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど
軽
度
発
達

障
害
児
へ
の
具
体
的
な
対
応
～

講
師
　
金
丸
博

一
さ
ん

（広
島
柏
学
園
）

７
月
別
日
０

午
後
８
時
～
４
時
３０
分

い
わ
み
―
る
体
育
室

日

無
料

代
表
　
白
川
英
代
さ
ん

公

・
囲
②
ｌ
８
７
９
）

野

登

戸

吾

盟

■

８７

⑥

費

掌

幡

る

望

⊃
①
　
」
０

紺
屋
町
商
店
街

ｔ
理
確
市

内
容
　
七
タ
フ
ェ
ス
タ
、

大
道
去
、

天
体
観
測
、

各
種
屋
台
な
ど

（歩

行
者
天
国
）

７
月
２
日
、
９
日
、

１６
日
、

２３

日
、

３０
日

（全
て
土
躍
日
）

午
後
了
時
～
９
時
３０
分
（た
だ
し
、

郷
国
は
午
後
５
時
か
ら
）

※
郷
日
は
午
後
５
時
か
ら
シ
ャ
ッ

タ
ー
美
化
事
業
完
成
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
予
定
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人
権
講
演
会

差
別
と
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

７
月
は
、

「差
別
を
な
＜
ヴ
強
調
月

間
」
で
す
。

人
権

・
同
和
問
題
に
つ

い
て
、

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
自
分

自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

差
別

を
な
＜
す
た
め
に
行
動
ほ
移
し
て
い

＜
こ
と
の
大
切
さ
を
者
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

演
題
　
わ
た
し
が
変
わ
る
　
わ
た
し

が
変
え
る

講
師
　
能
小本
理
抄
さ
ん

７
月
１１
日
∩

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

い
わ
み
―
る

（側
ス
剛
一
浜
日
総
務
事
務
所

（ａ
④

５
５
０
３
）
、

人
権
同
和
教
育
啓
発

セ
ン
タ
ー

（ａ
内
線
２
６
０
）

郷
土
資
料
館
「浜
日
の
歴
史
展
」

！！！

コ
ー
ナ
ー
展

「浜
日
と
作
家
た
ち

～
藤
長
コ
レ
ク
フ
ョ
ン
～
」
と
し
て
、

橋
本
明
治
、

内
藤
伸
、

大
谷
千
恵
、

椋
本
春
水
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

あ
わ
せ
て
、

「大
正
の
広
重
」
と

呼
ば
れ
る
吉
日
初
三
郎
に
よ
る
昭
和

初
期
の
浜
日
の
観
光
鳥
撤
図
も
展
示

し
ま
す
。

７
月
１
日
⑥
～
８
月
勢
日
佃

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（入
館
は
４
時
３０
分
ま
で
）

日

無
料

団

市
郷
土
資
料
館

公

④
６
４
５
３
）

見
学
針
！
分
ラ

ー０
月
８
日
０
に
開
館
予
定
の
グ
ラ

ン
ト
ワ

（県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

・

益
日
市
）
は
、

開
館
ほ
先
立

っ
て
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
１０
日
０

。
２４
日
０
、
８
月

‐４
日
０

・
２‐
日
０

午
後
１
時
～
５
時

グ
ラ
ン
ト
ワ

※
　
３０
人
以
上
の
団
体
は
事
前
区
連

絡
を
し
て
＜
だ
さ
い
。

□
・□

グ
ラ
ン
ト
ワ
総
務
グ
ル
ー
プ

（ａ
０
８
５
６
①
ｌ
８
６
７
）

第
７９
　
　
　
　
　
　
　
　
衛

「お区
ん
じ
ん
、

ち
＜
わ
ま
で
笛
に
な

る
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

７
月
１６
日
０

午
後
３
時
～

・
午
後
６
時
～

（２
ス
テ
ー
ジ
で
す
）

（
い
わ
み
―
る
か
育
室

一
般

（４
か
月
分
の
会
費
）

４
、
０
０
０
円

会
ф貝
　
入
会
金
　
２
０
０
円

会
費
月
　
　
１
、
０
０
０
円

（３
歳
以
下
無
料
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
や
こ
劇
場
浜

日

・
那
賀
セ
ン
タ
ー

公

・
□
④
６
３
９
６
）

7月 分側溝消毒予定日

日 躍 日 町 内 な ど

1

4

5

6

7

8

11

12

13

1 4

15

19

20

21

22

25

26

27

28

29

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

火

水

本

金

月

火

水

木

金

大辻町、原井町

原井町

瀬戸ケ島町、港町 5、 長沢町 1

長沢町 1～ 4、 7

長沢町 5、 8、 生湯町

生湯町、長沢町 6、 8、 桜ヶ丘、
菅原団地

浅井町 4～ 6

浅井町 1～ 3、 黒川町 1、 2

黒)1町 3～ 7

相生町 1～ 3

相生町 3、 4、 竹迫町

杉戸町、笠柄町

熱日町 6～ 10

電ヰ富井団地、)夕入団地

石原団地、内日町

長浜町 1～ 8

自は,町、日脚町 8、 大久保団地、
周布町

治和町 2、 3、 5、 津摩町、
陽光台

唐鐘 1～ 9

国分町 1、 2、 3、 唐鐘10、11、
下府町 4 ～ 6 、 8

(環境課)

曾
倒
∪

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
大

辻
町
　
秘
木
茂
　
▽
熱
日
町
　
金
谷

重

一　

▽
高
日
町
　
門
日
光
雄

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
長
沢

町
　
畑
岡
正
明
　
▽
瀬
戸
見
町
　
野

上
朝
子
　
▽
高
日
町
　
下
村
イ
ン
ヨ

▽
京
町
　
中
村
富
美
子
　
▽
三
階
町

小
川
忠
正
　
小
川
貞
子
　
▽
長
沢
町

山
本
冨
美
子
　
▽
下
府
町
　
山
日
尚

一　

▽
千
葉
県
市
川
市
　
一戸
日
隆

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
下
府
５
＝
▽

下
府
町
　
渡
崎
政
和
　
○
緑
ヶ
丘
＝

▽
下
府
町
　
山
日
尚

一　

〇
治
和
２

＝
▽
千
葉
県
市
川
市
　
一戸
日
隆
　
▽

大
阪
府
泉
南
市
　
山
下

一
雄
　
○
瀬

戸
見
３

・
４
＝
▽
瀬
戸
見
町
　
野
上

朝
子
　
○
京
町
＝
▽
京
町
　
中
村
富

美
子
　
○
長
沢
７
＝
▽
長
沢
町
　
山

本
冨
美
子
　
○
伊
甘
＝
上
府
町
　
本

日
茂
則

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
周
布
１
＝
▽

同
布
町
　
熊
谷
ヱ
ミ
子

◎
三
階
町
睦
会
へ
　
▽
三
階
町

小
川
忠
正
　
小
川
貞
子

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽

佛
島
根
銀
行
浜
日
支
店
　
▽
日

本
さ
つ
き
盆
栽
協
会
石
州
支
部

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
国

分
町
　
巽
隆

一　

▽
県
立
浜
日
高

等
女
学
校
三
十
三
期

◎
野
原
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ヘ
　
一フ
ル

ゴ
カ
ラ
才
ケ
サ
ー
ク
ル

◎
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
ヘ
　
▽
浜
日

マ
リ
ン
フ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◎
市
郷
土
資
料
館
へ
　
▽
後
野
町

鎌
日
康

一

◎
た
ん
ぱ
ぼ
の
里
へ
　
▽
治
和
町

大
石
良
信
　
▽
西
村
町
　
長
見
邦

尚
　
▽
日
脚
町
　
山
崎
壽
松

▽
西
村
町
　
長
見
茂
　
▽
長
浜

町
　
後
藤
繁
雄
　
▽
西
村
町

中
相
勇
　
▽
石
神
会
　
▽
中
四

国
栄
食
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
　
▽

浜
日
マ
ル
キ
の
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みんなでつくるう rあんしん演口。
～交通宅全総点検ダイジエスト④ 市衛地(東割)～

市衛地 (東部)の 危険 (ヒヤtr Aット)箇所

」R

if乾
‐ ■

許 ■■

■

どの場所が危険なの ?

過去 5年間の事故発生状況や、市民アンケー トの

結果によると、事故多発箇所や、 ヒヤリハットする

箇所は、駅前交差点から国立病院までの間に集中し
ています。

危険なわけ

商店街付近ではの路上駐車やその付近での歩行者
の飛び出しが多く、交差点では車の信号無視が見ら
れ、大変危険な状況です。

気をつけよう よ

信号無視や路上駐車は絶対にやめましょう 1

路上駐車によって、あなたが事故の加害者 ・被害
者とならないためにも、画作1でも近くの駐車場に駐

車しましょう 1
歩行者は、事故の多い箇所であることを認識し、

無理な横断をしないでください。

あなたがあおヽおい j腐 の東差点

写真の駅前商店街付近は、市街地の中で危険度が

高い交差点の一つです。
あなたが事故の被害者 ・加害者にならないよう、

交通ルールをまもりましょう |

市では、交通安全総点検やアンケー トの結果を踏

まえ、このような危険箇所に対 して交通安全対策を

行う予定です。

交通安全総点検のくわ しい内容などは浜田市ホー

ムページでも掲載 していますのでご覧ください。

(建設整備課)

田医療
センター

医療センター前交差点

駅前通 り付近

・車のスピードか

歩ヽ行者の飛び注

・路上柱車が多い !

=歩行者の飛び出し'乱横断がある1

駅前交差点 2箇 所

1歩行者の飛び出し,舌t横断がある1
・信号無視をする車がいる1

ご車の出入りが多い|

歩行者の飛び出し・

路上駐車が多い

車のスピードが速い

〇 見通しが悪い

車の出入りが多い

―旦停止・一方通行=信

くらしのサービス謝く ド
○火災のテレホンサービス (a④ 4343)        ○ 青少年サポートはまだ ao12o-783-419/月

○子どもと家庭電話相談室(ao120-258-641)   ～ 土躍日 (祝日ほ休み)/10時 ～18時

○休日応急診療 日 躍日・税日/10時～16時/市役所地階 休   ○ 高齢者 口障害者相談 ※ 相談ほ無料

日応急診療所                      相 談日 月 ～金躍日 98寺 ～16時 (祝日ほ休み)

○行政 白人権相談 水 曜日/100寺～15時/市役所 2階 201会議   専 門相談(要予約)法 律相談(弁護士)・司法相談(司法書士)・

室                                         年 金相談(テレビ電話相談)

○消費生活相談 月 ～金躍日/環境課             県 高齢者・障害者総合相談セツター・石見分室(いわみ一る2階)

○総合相談 月 躍日/10時～150守/総合福祉センター (野原町    ン ルバー110番 (a④ 9337)

8591、 a② oo68)                   障 害者110番 (a④ 9338、 囲④ 9339)

○法律相談 金 躍日/103寺～160寺/石見法律相談センター    ※  手 話通訳 ・要約筆記の必要な人はFAXなどで連絡

(市役所日町分室内、a② 4514)           ○ 外国人に関する無料法律相談

※ 要 予約                         第 4水 曜日/130寺～16時/しまね国際センター西部支所

○交通事故相談所開設口 火 ・水 ・金健日および4日 ・11日。  (熱 日町2135-2浜日ポートセンター内、a② 7456)

21日/9時 ～168寺/いわみ―る2階              ※  要 予約

※ 弁 護士|こよる無料相談 (要予約)第 3水 躍日/138寺15分～  ※  一 般相談もあります。(月～金躍日 9時 ～17時)

148寺45分/予約・連絡先 (浜田支所な④ 9342・ 松江本所

a ・圃0 8 5 2 ②5 1 0 2 ・6 5 0 9 )
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